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急

性

痛

の
治

療

―

サ
ナ
モ
ア
の
鎮
痛
効
果
―

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会

サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所

医
学
博
士

宇
都
宮
　
光
明

急
　
性
　
痛

痛
み
は
臨
床
的
に
最
も
多
い
訴
え

で
あ
る
が
、　
一
般
的
に
急
性
痛
、
慢

性
痛
、
心
因
性
疼
痛
な
ど
に
分
け
ら

れ
る
。
急
性
痛
に
は
、
傷
害
を
受
け

た
皮
膚
や
粘
膜
な
ど
の
細
胞
か
ら
放

出
さ
れ
る
炎
症
を
起
こ
す
起
炎
物
質

⌒プ

ロ
ス
タ
グ
ラ

ン
ジ

ン
、
プ
ラ
ジ

キ

ニ
ン
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
、
ヒ
ス
タ
ミ

ン
な
ど
）が
内
因
性
発
痛
物
質
に
な

り
、
痛
み
の
侵
害
受
容
器
で
あ
る
自

由
神
経
終
末
を
経
て
大
脳
皮
質
感
覚

野
に
伝
え
ら
れ
て
知
覚
す
る
表
在
痛
、

関
節
、
筋
膜
、
筋
、
腱
、
血
管
、
骨

膜
な
ど
の
傷
害
に
よ
る
深
在
痛
⌒体

性
痛
）、
内
臓
感
覚
と
し
て
の
内
臓

痛
や
関
連
痛
、
視
床
痛
や
脳
梗
塞
後

の
激
し
い
痛
み
な
ど
が
あ
る
が
、
急

性
痛
は
生
命
を
守
る
警
告
信
号
と
し

て
不
可
欠
な
た
め
、
順
応
す
る
こ
と

な
く
多
大
な
苦
痛
が
持
続
す
る
の
で
、
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何
よ
り
も
即
効
性
の
あ
る
鎮
痛
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
痛
み
に
は
組
織
傷
害
が
治
癒

し
た
後
の
慢
性
痛
や
心
因
性
疼
痛
の

よ
う
に
直
接
侵
害
刺
激
に
結
び
付
か

な
い
も
の
も
あ
る
。

サ

ナ

モ

ア

の

鎮
痛
効
果

急
性
痛
は
大
別
す
る
と
、
打
撲
、

切
り
傷
、
歯
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
発

痛
物
質
が
痛
み
の
侵
害
受
容
器
に
作

用
す
る
侵
害
受
容
性
痛
と
帯
状
疱
疹

後
遺
症
の
神
経
痛
や
糖
尿
病
性
神
経

症
に
伴
う
痛
み
や
坐
骨
神
経
痛
の
よ

う
な
神
経
障
害
性
痛
に
な
る
。
現
代

医
学
で

一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

鎮
痛
薬
は
、
侵
害
受
容
性
痛
に
は
即

効
性
の
あ
る
鎮
痛
効
果
を
示
す
が
、

そ
の
効
果
は

一
過
性
で
あ
る
。

一
方
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
鎮

痛
効
果
は
、
光
線
を
照
射
し
た
際
の

気
持
ち
良
い
体
性
感
覚
刺
激
で
あ
る

温
覚
と
光
線
の
深
部
ま
で
達
す
る
温

熱
作
用
で
、
患
部
の
交
感
神
経
の
興

奮
状
態
を
鎮
め
て
血
液
循
環
を
促
し

て
痛
み
の
悪
循
環
を
断
ち
、
治
癒
力

を
高
め
て
患
部
の
損
傷
の
修
復
を
図

り
、
内
因
性
発
痛
物
質
を
排
泄
す
る

こ
と
で
鎮
痛
効
果
を
得
る

の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
鎮
痛
薬
で

一
時
的
に
痛
み
を
と
る
の
と
は
異
な

り
、
痛
み
は
痛
み
を
訴
え
て
い
る
局

所
の
病
変
で
は
な
く
身
体
の
変
調
を

知
ら
せ
る
警
告
反
応
と
し
て
提
え
、

個
体
に
備
わ

っ
た
治
癒
力
を
引
き
出

す
こ
と
で
痛
み
を
解
消
す
る
こ
と
で

あ
る
。
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は

じ
め

に

い
つ
の
間
に
か
、
わ
が
国
は
、
世

界
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
原
動
力
は
、
豊
か
な
食
生
活
に

よ
る
栄
養
面
の
充
実
に
あ
る
こ
と
は

疑
う
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
こ
に
き
て
、
カ
ロ
リ
ー
の
過
剰
摂

取
や
運
動
不
足
か
ら
肥
満
を
き
た
し
、

様
々
な
生
活
習
慣
病
に
発
展
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
で
命
を
落
と
さ
れ
る

方
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

長
年
、
飢
餓
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た

私
た
ち
人
類
の
身
体
は
、
貴
重
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
お
く
仕
組
み
は

発
達
し
て
い
ま
す
が
、
過
剰
と
な

っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
に
は
慣
れ
て

お
ら
ず
、
厄
介
な
病
気
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
の
で
す
。

脂
肪
と
は

そ
も
そ
も
脂
肪
と
は
な
ん
な
の
で

し
ょ
う
か
。
化
学
的
に
は
、
脂
肪
は

水
に
溶
け
ず
、
エ
ー
テ
ル
等
の
有
機

溶
媒
に
溶
け
る
性
質
を
も

つ
こ
と
が

特
徴
で
、
脂
質
と
総
称
さ
れ
、
単
純

脂
質
、
複
合
脂
質
、
誘
導
脂
質
に
分

類
さ
れ
ま
す
。　
一
般
に
脂
肪
と
い
う

場
合
は
、
単
純
脂
質
に
属
す
る
中
性

脂
肪
を
指
し
て
お
り
、
中
性
脂
肪
は
、

食
事
か
ら
摂
取
し
た
脂
質
や
糖
質
が

吸
収
さ
れ
て
合
成
さ
れ
、
運
動
に
よ

り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
速
や
か

に
分
解
さ
れ
る
性
質
を
も
ち
ま
す
。

な
お
、
中
性
脂
肪
は
、
血
液
中
や
肝

臓
内
に
存
在
し
ま
す
が
、
血
液
に
増

え
過
ぎ
る
と
脂
質
異
常
症
と
な
り
、

肝
臓
内
で
増
え
た
状
態
は
脂
肪
肝
と

呼
ば
れ
ま
す
。

肥
満
の
判
定

肥
満
は
、
脂
肪
が

一
定
以
上
蓄
積

し
た
状
態
を
指
し
ま
す
が
、
外
見
上

太

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
肥
満
の
評
価
は
、
体
脂
肪

率
に
基
づ
く
必
要
が
あ
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（ボ
デ
イ

・
マ
ス

・
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
）

と
い
う
国
際
基
準
の
体
格
指
数
が
利

用
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
指
標
を
用
い

る
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
２５
以
上
が
肥
満
と
認

識
さ
れ
、
病
気
に
な
り
や
す
い
状
態

と
さ
れ
て
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
と皮
下
脂
肪

メ
タ
ボ
健
診
の
普
及
や
Ｃ
Ｍ
の
影

響
で
、
内
臓
脂
肪
と
い
う
言
葉
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
体
脂

肪
は
身
体
の
つ
く
部
位
に
よ
っ
て
、
内

臓
脂
肪
と
皮
下
脂
肪
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
文
字
通
り
内
臓
脂
肪
は
、
内
臓

や
腸
間
膜
の
周
囲
に
つ
く
脂
肪
の
こ

と
を
指
し
ま
す
が
、
こ
の
脂
肪
細
胞
は
、

代
謝
が
非
常
に
良
好
で
、
生
理
活
性

物
質
の
産
生
も
活
発
で
す
。
こ
の
た

め
、
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
環
境
が
変
わ

り
、
代
謝
異
常
（血
糖
、
脂
質
関
連
）や

高
血
圧
が
起
こ
り
や
す
い
状
態
と
な

る
た
め
、内
臓
脂
肪
の
過
剰
な
蓄
積
は
、

危
険
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
皮
下
脂
肪
は
、
代
謝

が
低
調
で
、
生
理
活
性
物
質
の
産
生

が
少
な
く
、
代
謝

へ
の
悪
影
響
は
生

じ
に
く
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
庫
と
し
て
、
安

定
し
た
状
態
で
脂
肪
を
蓄
積
で
き
、

暑
さ
や
寒
さ
か
ら
臓
器
を
守
り
、
体

温
の
維
持
、
調
節
に
働
く
等
の
理
由

か
ら
、
減
ら
し
過
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

内
臓
脂
肪
と

ビ

タ

ミ

ン

Ｄ

最
近
の
知
見
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

が
多
い
ほ
ど
、
内
臓
脂
肪
が
つ
き
に

く
い
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光
浴
で
補
充
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
が
、
時
間
の
な
い

方
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
空
い
た

時
間
に
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
行
う

こ
と
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

BMIの計 算 式 と判 定 基 準
BM卜 体重 kg■ (身長 m× 身長 m)
標準体重 =(身長 mX身 長 m)× 22.0

日本 肥 満 学 会 の BMI指数 判 定 基 準
BMl=22.0     標準体重
BMI<18.5        bヽt士
18.5≦ BM:<25.0 普通体重
BMi≧ 25.0    月巴満
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第
十
九
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

今
年
度
も
、
第
十
九
期
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
、
六
月
二

十
六
日
か
ら
三
日
間
の
日
程
で
、
開

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
六
名
で
し
た
が
、
積
極
的
に
質

問
さ
れ
る
方
が
多
く
、
皆
さ
ん
す
ぐ

に
打
ち
解
け
、
あ

っ
と
い
う
間
の
三

日
間
で
し
た
。

今
回
、
治
療
師
認
定
を
受
け
ら
れ

た
方
々
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
（写
真
）

∧
治
療
師
認
定
者
∨

高
橋
　
寛
（東
京
都
）、
荒
堀
　
令
次

（鳥
取
県
）、
宮
川
　
昌
子
⌒青
森
県
）、

佐
藤
　
明
子
（青
森
県
）、
榎
本
　
竜

也
⌒兵
庫
県
）、
匿
名
⌒東
京
都
）。
敬

称
路医

療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
十
月
十
八
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

今
回
は
先
に
行
わ
れ
た
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
師
養
成
講
座
に
出
席
し
、

治
療
師
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
か
ら

頂
い
た
お
手
紙
を
掲
載
致
し
ま
す
。

高
橋
　
寛
　
治
療
師

今
回
、
ど
う
し
て
光
線
療
法
が
身

体
に
効
く
の
か
を
知
り
た
く
て
受
講

し
ま
し
た
。

私
は
、
昭
和
５０
年
８
月
５
日
、
神

田
で
の
現
場
作
業
中
の
事
故
で
、
頭

部
に
外
傷
を
受
け
、
脳
外
科
の
病
院

に
約
四
か
月
入
院
し
ま
し
た
。
退
院

後
、
頭
痛
が
と
れ
ず
苦
し
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
母
親
か
ら
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
を
試
し
て
み
た
ら
と
勧
め
ら

れ
、
半
信
半
疑
な
が
ら
、
頭
部
と
腹

部
に
照
射
し
た
と
こ
ろ
、
驚
く
こ
と

に
頭
痛
は
軽
快
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
５
月
、
今
度

は
、
突
然
、
朝
起
き
上
が
れ
ず
、
激

し
い
嘔
気
で
、
水
分
も
摂
取
で
き
な

い
状
態
と
な

っ
た
た
め
、
腹
部
と
背

部
に
集
中
的
に
照
射
し
、
少
し
動
け

る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
病
院
を
受
診

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
医
師
か
ら
、

薬
剤
の
副
作
用
に
よ
る
肝
障
害
を
起

こ
し
て
い
る
た
め
、
入
院
加
療
が
必

要
と
説
明
さ
れ
た
た
め
、
入
院
を
待

つ
間
の

一
週
間
、
自
宅
に
て
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ
ン
で
、　
一
日
に
２
時
間
、
腹
部
、

背
部
、
足
裏
を
照
射
し
ま
し
た
。

入
院
後
は
、
な
る
べ
く
安
静
に
す

る
よ
う
説
明
を
受
け
、
指
示
通
り
に

し
て
い
ま
し
た
が
、　
一
週
間
後
に
外

泊
の
許
可
が
で
た
た
め
、
自
宅
に
戻

り
、
二
日
間
、
サ
ナ
モ
ア
を
照
射
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
血
液
検
査
に
て
、

肝
機
能
の
数
値
は
改
善
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
も
サ
ナ
モ
ア
に
救
わ
れ

た
よ
う
な
思
い
を
持

っ
て
お
り
、
こ

の
度
、
光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
受

講
致
し
ま
し
た
。
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
の
基
礎
か
ら
実
技
ま
で
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
三
日

間
で
し
た
。

中 募 集 藝

当協合 の起 貴 に賛周 さ れ 、

サ ナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 け る方 、治療 院 の

開 業 を検 言すな さ りた い方 は 、

お F・lい合 わ せ くだ さ い

サナモア光線治療院
T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‥ -3710
FAX (03)5759--3720
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□
□
回
□
□

突
発
性
難
聴
が
サ
ナ
モ
ア
で
改
善

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一三
五
八

症
例
　
４０
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
約

一
年
前
か
ら
始
ま

っ
た
会

社
の
リ
ス
ト
ラ
の
影
響
で
、
こ
れ
ま

で
二
人
で
行

っ
て
い
た
仕
事
を

一
人

で
や
る
こ
と
に
な
り
、
心
身
の
疲
労

が
蓄
積
し
て
い
た
が
、
三
か
月
前
、

突
然
、
左
耳

の
閉
塞
感
に
続
き
、
音

が
全
く
聞
こ
え
な
く
な

っ
た
た
め
驚

い
て
近
医
耳
鼻
科
を
受
診
。
こ
の
時
、

耳
鳴
も
伴

っ
て
お
り
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
か
ら
く
る
突
発
性
難
聴
と
診
断

さ
れ
、
約

一
週
間
の
治
療
を
受
け
た

が
改
善
せ
ず
。
日
頃
か
ら
サ
ナ
モ
ア

を
愛
用
し
て
い
る
奥
様
か
ら
、
友
人

で
突
発
性
難
聴
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

し
た
話
を
聞
き
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
最
初
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ
ン
で
、
集
光
器
を
使
用
し
、
左
耳

の
耳
孔
部
３０
分
、
左
耳
の
後
方
２０
分
、

有
耳
１０
分
、
後
頭
部
２０
分
、
顔
面
１０

分
、
喉
１０
分
照
射
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｂ

カ
ー
ボ
ン
に
変
更
し
、
腹
部
１０
分
、

腰
部
１０
分
、
膝
１０
分
、
足
裏
１０
分
の

照
射
を
施
行
。
翌
日
か
ら
、　
一
日
二

回
、
自
宅
で
の
治
療
を
開
始
し
た
。

三
日
後
に
は
、
左
耳
で
電
話
の
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、　
一
週
間

後
に
は
、
耳
鳴
が
ほ
と
ん
ど
気
に
な

ら
な
く
な
り
、
普
通
の
会
話
の
声
が

聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、

経
過
良
好
で
、　
一
か
月
後
に
は
、
ほ

ぼ
回
復
し
、
元
の
日
常
生
活
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
気
管
支
喘
息
を
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
笙
削
巴
氏
報
告

Ｔ
匡
Ｌ
Ｏ
九
二
Λ
薫
嶽
二一日
一二“
〓
軌

症
例
　
６０
歳
　
男
性

症
状

・
療
法
経
過
　
か
な
り
以
前
に

サ
ナ
モ
ア
を
購
入
。
風
邪
を
ひ
い
て

か
ら
、
咳
と
息
苦
し
さ
が
長
引
き
、

病
院
で
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
気

管
支
喘
息
と
診
断
さ
れ
た
た
め
、
自

宅
に
あ
る
サ
ナ
モ
ア
を
思
い
だ
し
、

早
速
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
治
療
を
開
始
。

一・一・一・一ヽ
一・“・一・”一・̈・一・́一一一・一・一・〓一一・一・一・一一〓・̈・一・卜一一・̈・一・一一一・̈・一・一一一・一・̈・́
一・一・̈・一一一・一・一・̈
一一ヽ
一一一́
一

一あ
一一一一一一一一い
た
０
一じ
一一一一一一一め
，
■
一一一一△早
■
＝
＝

一枷一一一一一嘲̈̈
螂̈̈棚̈】一嚇＝＝一

治
療
に
は
Ａ
Ａ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用

し
、
前
頚
部
か
ら
胸
部
、
背
部
、
足

一異
を
中
心
に
、
気
持
ち
が
よ
く
な
る

ま
で
、
少
し
で
も
長
時
間
照
射
す
る

よ
う
指
示
し
た
。
そ
の
後
、
度
々
、

カ
ー
ボ

ン
を
購
入
に
来
て
い
た

そ
の
際

の
話
で
は
、
少
し
ず

つ

し
さ
は
和
ら
ぎ
、
咳
も
減

っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
客
観
的
に
も

が
良
好
と
な

っ
て
い
く
様
子
を

と
れ
た
。
そ
の
四
か
月
後
に
受
け

報
告
で
は
、
咳
も
ほ
ぼ
消
失
し
、

癒
し
た
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、

ち
ら
も

一
安
心
し
た
。
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□
□
回
□
□

月
経
異
常
ほ
か
の
諸
症
状
を

サ
ナ
モ
ア
で
治
療

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

症
例
　
３３
歳
　
美
容
師

症
状
　
数
年
前
か
ら
体
調
不
良
を
訴

え
て
い
た
が
、
主
な
症
状
は
、
頭
痛
、

不
眠
、
冷
え
性
で
、
こ
の
他
、
乳
腺

症
と
無
月
経
⌒２
年
間
月
経
が
な
い
）

を
認
め
て
お
り
、
病
院
で
は
ホ
ル
モ

ン
治
療
を
受
け
て
い
た
。
サ
ナ
モ
ア

愛
用
者
で
あ
る
母
親
が
心
配
し
、
サ

ナ
モ
ア
で
の
治
療
を
希
望
し
来
院
。

療
法
経
過
　
平
成
２５
年
１
月
か
ら
治

療
を
開
始
。
四
台
の
治
療
器
で
、
Ａ

Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、

顔
面
、
腰
部
、
臀
部
、
膝
を
１５
分
照

射
。
そ
の
後
、
後
頭
部
、
下
腹
部
を

・５
分
と
足
裏
３０
分
照
射
。
次
に
仰
臥

位
と
し
て
、
左
側
頭
部
、
有
前
頚
部
、

左
腰
側
面
、
有
膝
側
面
を
１５
分
照
射
。

さ
ら
に
、
有
側
頭
部
、
左
前
頚
部
、

海
渡
　
一
一
〓
一氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ

〇
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

有
腰
側
面
、
左
膝
側
面
に
１５
分
照
射

し
た
。
治
療
を
始
め
て
、
最
初
に
頭

痛
と
不
眠
症
が
改
善
。
そ
の
後
、
全

身
の
冷
え
性
の
改
善
に
は
、
半
年
を

要
し
た
が
、
冷
え
性
の
改
善
に
と
も

な
い
、
月
経
が
再
開
し
た
。
二
年
に

わ
た
リ
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
施
行
し
た

が
、
戻
ら
な
か

っ
た
月
経
が
始
ま
り
、

下
腹
部
の
不
快
感
も
消
失
。
ご
本
人

と
母
親
は
大
変
喜
ん
で
い
た
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
膝
関
節
痛
が
軽
快

目
黒
区
　
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

山
下
　
サ
チ
子
氏
報
告

症
例
　
６５
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
以
前
か

ら
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
罹
患
し
て
い
た

が
、
最
近
、
膝
関
節
の
痛
み
が
強
く
、

痛
み
の
た
め
夜
も
眠
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
、
自
宅
で
サ
ナ
モ
ア
を
照
射
し

て
か
ら
来
院
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
五
台
の
治

療
器
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
腹
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
三
―
五
七
五
九
！
三
七
一
〇

⌒Ｂ
Ｄ
）、
腰
部
⌒Ｂ
Ｄ
）、
臀
部
⌒Ｂ
Ｄ
）、

膝
（Ａ
Ｂ
）、
足
裏
⌒Ａ
Ｂ
）を
３５
分
全

身
照
射
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン

で
、
膝
と
ふ
く
ら
は
ぎ
を
１５
分
照
射
。

本
人
の
話
で
は
、
治
療
を
開
始
し
て

１０
分
が
経
過
し
た
頃
か
ら
、
痛
み
が

ど
ん
ど
ん
強
く
な
り
、
ど
う
し
よ
う

か
困

っ
て
い
た
ら
、
そ
の
後
、
痛
み

が
ス
ー
と
嘘
の
よ
う
に
軽
減
し
、
治

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を

つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

＊

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用

上
の
注
意
は
、
「は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

療
終
了
時
に
は
、
ほ
と
ん
ど
痛
み
が

消
え
、
足
が
軽
く
な

っ
て
い
た
と
の

こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の

一
週
間
後
、

再
び
痛
み
が
強
く
な

っ
た
た
め
、
整

形
外
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
膝
関

節
に
水
が
た
ま

っ
て
腫
れ
て
い
る
か

ら
、
水
を
抜
き
ま
し
ょ
う
と
説
明
さ

れ
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
で
の
治
療
を
希

望
さ
れ
来
院
。
同
様
に
治
療
し
た
と

こ
ろ
、
痛
み
は
軽
減
し
喜
ば
れ
て
帰

宅
し
た
。
治
療
は
継
続
し
て
お
り
、

曲
が
ら
な
か

っ
た
膝
関
節
も
曲
が
る

よ
う
に
な
り
、
階
段
も
ま

っ
す
ぐ
に

降
り
る
こ
と
が
で
き
、
歩
行
時
の
不

安
も
消
失
し
た
。
ま
だ
少
し
、
膝
関

節
に
違
和
感
が
あ
る
の
で
、
も
う
し

ば
ら
く
通
院
す
る
と
話
し
て
い
る
。

は
？
り

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン



No 355 健康と光線 平成26年 10月 1日 (6)

「ホ
ー
ム
ｏ
ぺ
礁

こ
れ
ま
で
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
、

（株
）東
京
光
線
療
法
研
究
所
で
は
、

利
用
者

一
人

一
人
と
対
面
し
、
ご
納

得
頂
く
ま
で
説
明
し
て
か
ら
、
光
線

療
法
を
始
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き

た
た
め
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
や
宣
伝
活
動
は
行

っ
て

参
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
等
、
今
日
の

状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
の

基
本
姿
勢
は
変
え
な
い
も
の
の
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
ご
愛
用
し
て
く

だ
さ

っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
始
め

て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
等
、　
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
正
し
い
情
報

を
届
け
、
ご
理
解
し
て
頂
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
「
ホ
ー
ム

・
ペ
ー
ジ
」

を

一
新
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

新
し
い

「
ホ
ー
ム

・
ペ
ー
ジ
」
に

は
、
こ
れ
ま
で
、
季
刊
誌

「
健
康
と

株式会社  東京光線療法研 究所   :曇 圏覇爾醸 ヽ
糠 慾
ヽ
鷲 島..ゃ 瘍

焼趨
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光
線
」
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
治
験
例

や
愛
用
者
の
体
験
談
等
を
、
過
去
数

年
分
ま
で
遡
り
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、

過
去
の
治
療
例
を
ひ
も
解
き
、
ご
自

身
の
治
療
の
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
光
線

療
法
に
関
連
し
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
等
も

掲
載
し
て
い
く
予
定
で
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
の
程
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
新
し
い

「
ホ
ー
ム

・
ペ
ー

ジ
」
は
、
１０
月
に
公
開
予
定
で
す
。
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サナモア体験記募集
サナモア光線協会で は、皆様か らの体験記を募

集 してお ります。なお掲載させて頂 いた方 には、

薄謝を贈呈致 します。

サナモア体験記 の投稿 について、 メールでの募

集 も開始 いた しま した。下記 のア ドレスまで、お

気軽 にご投稿をお願 い申 しあげます。

メールア ドレス :

sanamore@hr.catv.ne.jp


